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平
成
26
年
9
月
27
日
（
土
）、
山
形
県
の
山
形
県

J
A
ビ
ル
9
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
世
代

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
に
考
え
る
機
会
を
設
け
る

目
的
と
し
て
、
山
形
県
、
山
形
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
、
当
協
会
の
主
催
に

よ
る
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー　

シ
ニ

ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〜
あ
な
た
が
で
き
る
社

会
貢
献
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
冒
頭
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
山
形
県

高
橋
広
樹
企
画
振
興
部
長
、
当
協
会
今
野
和
夫
事

務
局
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
、
株
式
会
社
山
古
志
ア

ル
パ
カ
村
代
表
取
締
役
青
木
勝
氏
に
よ
る
基
調
講
演
、

社
会
福
祉
法
人
鶴
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
被
災

地
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
村
井
勢
一
氏
と
自
然
と

人
間
を
学
ぶ
会
代
表
佐
藤

清
道
氏
に
よ
る
事
例
発
表

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
6
団
体

に
よ
る
活
動
内
容
と
交
流

の
た
め
の
ブ
ー
ス
展
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

株
式
会
社
山
古
志
ア
ル
パ
カ
村

代
表
取
締
役

青
木　

勝 

氏

1
　
山
古
志
の
す
が
た

震
災
当
時
は
山
古
志
村
、
現
在
は
市
町
村
合
併
に

よ
り
長
岡
市
に
編
入
さ
れ
る
。

・
山
古
志
の
特
性

①「
棚
田
」（
山
古
志
の
象
徴
、総
農
家
数
3
8
9

戸
）
②「
雪
」（
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
平
年
3
m
の

積
雪
を
記
録
）③「
錦
鯉
」（
錦
鯉
発
祥
の
地
、経

営
体
数
：
1
8
4
団
体
）
④「
闘
牛
」（
来
場
者
：

年
間
4
万
人
）⑤「
中
山
隧
道
」（
日
本
一
の
手
掘

り
ト
ン
ネ
ル
）

2
　
地
震
に
よ
る
被
害
状
況

・
人
的
被
害
（
死
者
2
名
、
負
傷
者
26
名
）

・
斜
面
崩
壊
（
地
滑
り
3
2
9
箇
所
、
水
没
面
積

34 

ha
）

・
生
活
基
盤
の
被
害
（
上
水
道
が
全
壊
、
通
信
は
共

同
ア
ン
テ
ナ
12
基
全
滅
、
ド
コ
モ
鉄
塔
2
基
損
壊
）

・
産
業
の
被
害

農
業
：
農
地
の
埋
没
、
流
出
5
2
5
箇
所

林
業
：
災
害
（
林
地
28
箇
所
、
林
道
16
箇
所
）

錦
鯉
：
死
亡（
親
鯉
2
0
0
0
匹
、当
才
16
万
匹
）、

越
冬
施
設
（
50
棟
損
壊
）

畜
産
：
死
亡
は
成
畜
88
頭
、
牛
舎
12
棟
損
壊

・
住
宅
被
害
（
約
40
％
の
住
宅
が
全
壊
）

・
公
共
施
設
等
の
被
害

役
場
（
敷
地
損
壊
、設
備
等
被
害
）、小
・
中
学
校
、

消
防
施
設
（
防
火
水
槽
、
消
火
栓
等
）

・
避
難
生
活
（
仮
設
住
宅
へ
5
6
2
世
帯
入
居
）

・
豪
雪
に
よ
る
さ
ら
な
る
被
害
（
積
雪
深
4
1
6
㎝
）

3
　
山
古
志
復
興
に
向
け
て

・
基
本
理
念　
「
山
の
暮
ら
し
」
の
再
生

山
で
の
生
き
方
の
復
興
、
働
き
場
の
整
備
を
行
い
、

安
全
・
安
心
な
村
の
整
備
。

・
安
全
・
安
心
な
む
ら
の
整
備

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
土
地
と
住
宅
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
確
保
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
、
情
報
基
盤

の
整
備
、
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
機
能
の
確
保

・
山
で
自
立
的
に
暮
ら
す
た
め
の
ト
ー
タ
ル
な
働
き
場

の
整
備

棚
田
で
の
米
づ
く
り
、
錦
鯉
生
産
、
野
菜
等
の

生
産
基
盤
再
生
、
地
域
産
業
の
連
鎖
に
よ
る
就
労

の
場
の
創
出

・
山
古
志
の
生
き
方
の
復
興

生
涯
現
役
で
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

（
集
落
自
治
、
闘
牛
の
復
活
、
錦
鯉
産
業
の
再
生
）

・
新
し
い
山
の
姿
の
創
造

新
し
い
山
の
姿
は
、
伝
統
的
な
地
域
で
の
生
き
方

・
山
の
暮
ら
し
の
価
値

過
疎
対
策
等
に
よ
り
生
活
環
境
は
平
準
化
、
ト

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

～
あ
な
た
が
で
き
る
社
会
貢
献
～

山形県

中
越
大
震
災
か
ら
10
年

〜
山
古
志
は
今
〜

基
調
講
演

13
：
10
〜
14
：
10
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ー
タ
ル
に
暮
ら
す
暮
ら
し
方
（
小
さ
な
生
業
の

積
み
重
ね
）、
豊
か
で
安
全
な
山
の
暮
ら
し
を
都

市
に
解
放

以
上
の
と
お
り
、
は
じ
め
に
山
古
志
村
の
特
性
を
話
さ

れ
、
中
越
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
古
志
復
興
に
向
け
た
考
え
方
や
試
み
に

つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
シ
ニ
ア
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
長

線
上
に
都
市
部
に
住
む
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
定
年
退
職

後
、
40
年
間
に
培
っ
た
能
力
を
地
域
で
活
か
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
地
方
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
鶴
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
被
災
地
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

村
井 

勢
一 

氏

1
　
鶴
岡
市
社
協
の
支
援
活
動
の
経
緯

・
平
成
23
年
3
月
11
日

鶴
岡
市
は
、
15
：
00
に
災
害
支
援
本
部
を
設
置

・
平
成
23
年
3
月
12
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

募
金
活
動
を
開
始

・
平
成
23
年
3
月
16
日

鶴
岡
市
社
協
は
、「
災
害
対
策
会
議
」
を
開
き
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
し
て
支
援
活
動
を

行
う
こ
と
に
決
定

・
平
成
23
年
3
月
17
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
開
始

・
平
成
23
年
3
月
17
日

鶴
岡
市
は
、
支
援
物
資
の
提
供
を
市
民
に
呼
び
か
け

・
平
成
23
年
3
月
21
日

南
相
馬
市
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
高
松
ホ
ー
ム
」

が
羽
黒
国
民
休
暇
村
に
避
難
し
て
き
た
。
要
介
護

者
の
手
伝
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま
る
。
現

地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
被
災
地
の
支
援
先

探
し
に
苦
慮
し
た
が
、
人
と
の
出
会
い
が
そ
れ
を
解

決
し
た
。

2
　
支
援
活
動
の
内
容

・
募
金
活
動

総
額
2
0
7
万
1
5
1
円

・
支
援
物
資

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
自
転
車
、
使
い
捨
て
食
器

・
避
難
所
の
シ
ー
ツ
交
換

・
石
巻
市
に
お
け
る
側
溝
の
泥
上
げ
、
が
れ
き
の
撤
去

・
各
種
交
流
会

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

3
　
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鶴
岡
に
は
、
支
援
活
動
を
希
望
す
る
人
々
が
数
多

く
い
た
。
宮
城
県
南
三
陸
町
や
石
巻
市
に
お
い
て
、

物
資
の
支
援
、
が
れ
き
の
撤
去
、
避
難
者
支
援
な
ど

延
べ
2
8
0
0
人
が
参
加
し
た
。

以
上
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
鶴
岡
市
社
協
の

支
援
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
取
り
組
み
と
考
え
方

に
つ
い
て
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
、
心
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
、
達
成
感
や
充
実
感
、
自
己
の
成
長

の
実
感
か
ら
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
」

と
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
と
人
間
を
学
ぶ
会
代
表

佐
藤 

清
道 

氏

「
自
然
と
人
間
を
学
ぶ
会

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
メ

イ
ン
の
会
で
は
な
い
が
、
女
川
、
石
巻
、
赤
湯
に
出
か

け
て
奉
仕
活
動
を
し
た
り
、
福
島
か
ら
避
難
し
て
い
る

方
と
一
緒
に
農
作
業
を
し
た
り
、
若
い
お
母
さ
ん
方
の

話
を
聞
い
た
り
と
い
う
活
動
を
し
て
き
た
。

こ
の
災
害
に
お
い
て
も
、
自
分
の
命
を
省
み
ず
に

崇
高
な
行
い
を
し
て
亡
く
な
っ
た
方
が
お
ら
れ
る
。

人
間
は
誰
も
が
、
そ
の
よ
う
な
精
神
の
崇
高
さ
を

持
っ
て
、
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
日
一
回

で
も
自
分
に
語
り
か
け
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
ブ
ー
ス
展
示
に
よ
る
活
動
内
容
の
発
信
・

交
流
に
参
加
さ
れ
た
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
自
然
と
人
間
を
考
え
る
会

・
3
1
1
ボ
ラ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
が
た

・
や
ま
が
た
絆
の
架
け
橋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
山
形
県
（
や
ま
が
た
社
会
貢
献
基
金
）

鶴
岡
市
社
協
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

支
援
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き

事
例
報
告
１
14
：
20
〜
14
：
50

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

事
例
報
告
2
14
：
50
〜
15
：
20


